
参考1：計画に関する地域アンケート結果

無し城辺 51ページ

【意見】
（若い世代の定着）
・アパートなどの若い方が住める家についてですが、
既存の団地のリフォーム（もしくは建て替え）を行う
方が一番早くて効果的だと思います。
【理由】
・知り合いの女性が、第二団地に引っ越してくること
が決まったと報告がありました。田舎暮らしをしたい
が、住むところがないので、あきらめている人は一定
数いるので、ぜひ団地の活用、もしくは増設をして頂
きたい。

修正の
有無

対象地区

城辺

ページ番号 意見の内容 市の考え

【意見】
・住民の生活に即した利便性の高い公共交通路線の再
構築を推進することについて、大変賛成であります。
提案としては、スクールバスを活用して、まずは学校
の登下校に近い時間帯で、2つの時間帯で、一般の人
が乗車できるようにしてみてはいかがでしょうか。

【理由】
・平良に拠点のある民間のバス会社に委託すること
は、不採算性のリスクが高く、持続可能性が低いと思
われるため。

【回答：都市計画課】
・現在の運用しているスクールバスの制度上、一般の
方への対象者拡大できないことから、スクールバスの
活用は、現時点で想定できないものと考えておりま
す。

無し9ページ

  【回答：建築課】
 本市では、今年度、住宅不足や家賃高騰など住宅問
題に直面する若者に対し、定住促進として市営住宅を
地域対応活用住宅として１０戸を提供しております。
 本事業は次年度においても継続予定としておりま
す。
 また、城辺福里第2市営住宅は、「宮古島市公営住
宅等長寿命化計画」において優先的な改善の対象に位
置づけられておりますので、令和7年度に修繕事業に
着手して参ります。
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城辺 記載なし

【意見】
・子ども達と高齢者との交流の場があったらよいと思
う。子ども達との交流の場を作ってください。

【理由】
・やさしい思いやりのある人間に成長してほしい。

【回答：企画調整課】
本計画策定時に実施した地域住民対象のヒアリング・
ワークショップでは、
・大人も子どもも楽しめるイベントがあると賑やか
・世代間交流施設で子どもと大人が一緒に考える場を
作りたい
等の意見を頂いていることから、 「世代間交流施設
での日常の交流による賑わい創出の取組」を城辺地区
における取組の基本方針として定めております。
 計画策定後は、定めた基本方針のもと、子どもから
高齢者までの多世代交流による賑わいの創出に取り組
んでいきたいと考えております。

無し

無し伊良部 記載なし

【意見】
・いろいろなデータを使用して、資料作成いただきあ
りがとうございます。福祉の観点から見ても、地域住
民同士のつながりがどんどん薄くなっている現状。今
回の地域の賑わい場所を拠点に心温まる活動が地域住
民発信で行われることを祈っております。

【回答：企画調整課】
・賑わい創出事業の推進にあたっては、地域の皆様と
意見交換を繰り返しながら、地域が主体的に取り組め
ることを基本計画策定の柱として作業を進めておりま
す。どの地域においても、市民が「ここで住み・働
き・子育てがしたい」「ここを誇りに思う」と思って
いただける場所となるよう今後も取り組んでまいりま
す。


